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会 議 報 告  

会 議 名 令和６年度 第５回 東久留米市環境美化推進員連絡会 

日    時 令和７年２月 17日（月）午後１時 30分～午後２時 45分 

場    所 東久留米市役所７階 702会議室 

出席委員 

（９名） 

 

藤本委員、佐藤委員（花みずきの会）、松川委員（キャロットクラブ）、岸委員、中村委員、三浦委員、

小俣委員、當麻委員 

[オブザーバー参加]荒井氏（日本たばこ産業株式会社東京支社武蔵野サテライトオフィス） 

欠席委員 

（２名） 

比田井委員（NPO法人 東久留米市文化協会）、斎木委員 

 

事 務 局 高柳計画調整係長、金子生活環境係長、今野計画調整係主事 

次  第 （１）開会あいさつ 

（２）議題 

①令和６年度第４回連絡会会議報告（案）の確認 

②令和６年度環境美化活動実績の報告 

③令和７年度環境美化活動計画（案）の検討 

④第 29回東久留米市環境フェスティバルへの出展について 

⑤その他・情報交換 

配布資料 【 資 料 １ 】令和６年度第４回連絡会会議報告（案） 

【 資 料 ２ 】令和６年度環境美化活動実績 

【 資 料 ３ 】令和７年度環境美化活動に向けて 

【資料 4-1】第 29回東久留米市環境フェスティバルへの出展にあたって 

【資料 4-2】環境フェスティバル出展申込書 

内  容 （１）開会あいさつ＜省略＞ 

冒頭環境政策課より、吉澤友三郎委員がご逝去されたとの報告があった。 

（２）議題 

①令和６年度 第４回連絡会会議報告（案）の確認 

 ・会議録（案）は承認された。 

 

②令和６年度環境美化活動実績の報告 

 〈事務局より〉 

 ・資料 2は、令和６年度の環境美化推進員連絡会における活動実績をまとめたものである。 

 ・マナーアップキャンペーンは２回実施することができた。第２回時の駅周辺での活動は、残念な

がら雨天中止となったが、２回を合計すると延べ８８名の方にご参加いただくことができた。 

 ・６月の環境フェスティバルでは、パネル展示とアンケートを実施した。 

 

 ③令和７年度環境美化活動に向けて 

 〇マナーアップキャンペーン拡大案について 

  〈事務局より〉 

・第３回連絡会にて推進員の皆様からご提案のあった「ごみゼロデー」について検討を行った。 

・現在実施している環境美化マナーアップキャンペーンの拡大案として、「東久留米市一斉清掃」

をご提案する。 

・特定の場所に集まって清掃活動を行う、という従来のものではなく、市民各々それぞれの場所・



2 

 

自分の身近な地域で清掃活動を行っていただくものである。 

・自分の住む地域を自分できれいにするという意識を広げ、環境美化活動を市域全体へ広げて

いきたいという考えのもと、呼びかけ・周知を行う。 

・賛同しご参加いただく方にはボランティア袋と青い腕章をお渡しし、一体感を持って活動した

い。 

・一斉清掃に先立ち周知の方法について、５月 28 日（水）7:00 より、駅周辺にて啓発活動を行

う。 

 →推進員と事務局で実施し、ポケットティッシュ等の啓発物を配りながら駅前で声掛けをする。 

 →商店訪問という形ではなく、市内の商店会や商工会へ協力を依頼し、より広くより効率的に

周知を行いたい。 

 

〈推進員より〉 

・周知方法について、市内商工会や商店会への呼びかけはとても良い。プラスしてSNS等も活用

し、より広く周知したい。 

・５月28日（水）の啓発活動時にボランティア袋を用意して、協力してくれる人に配布できるように

してはどうか。 

・啓発活動時に清掃活動は実施しないのか？ 

 →事務局の想定では啓発活動のみ行うものであったが、デモンストレーションの意味も込めて、

清掃活動も併せて実施しても良い。範囲を絞って行いたい。 

・「市内一斉清掃」の実現には、雰囲気作りがとても重要と考える。各SNS（市HP・X・LINE市役

所のプッシュ通知）を使って周知したい。 

・市内全自治会へも協力依頼（周知）を行ってはどうか。 

 

 〇令和７年度の活動について 

  ・マナーアップキャンペーン拡大案も含めて、４月の第１回連絡会にて活動計画を決定していく。 

  ・令和７年度は改選期を迎えることもあり、７月の第２回連絡会では第９期のまとめ、９月の第３回

連絡会では第 10期の委嘱を行う。 

  ・６月７日（土）・８日（日）に第 29 回環境フェスティバルが開催される。例年環境美化推進員連絡

会も出展いただいている。 

 

 ④第 29回東久留米市環境フェスティバルへの出展について 

  ・今回のテーマは「みんなで創る みんなの未来」とし、前回のフェスティバル同様、出展団体によ

るパネル展示や手づくり体験ひろばなどを継続するとともに、市出身アーティスト大小島真木さ

んの作品展示や環境落語、インスタグラム公式アカウントの作成などを実行委員会で検討して

いる。 

  ・推進員連絡会についても、例年パネル展示をしながらアンケートなどを行い、啓発品を渡すなど

の形でご参加いただいている。 

  ・出展の可否についてご検討いただき、テーマ・出店形態等も併せてご検討いただきたい。 

   →出展の意向 

  ・出展の際には、５月 20 日（火）開催の環境フェスティバル全体説明会・６月６日（金）の前日準

備・フェスティバル当日へご出席いただく必要があるのであらかじめご了承いただきたい。 
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  →パネル展示作成担当者・当日の当番については４月の第１回連絡会にて検討する。 

 ⑤その他・情報交換 

  ・昨今の流れを鑑みると、学校帰りの子どもたちへの声掛け（おかえりなさい、など）はしない方が

良いのか？子どもたちから声をかけられた場合は答えて良いのか？ 

   →子どもたちへの積極的な声掛けは、市としてはありがたい。環境美化推進員として身元も保

証されている。子どもの地域見守りは市としても推進している。 

  ・駅東口バス通りについてスイセンがきれいに咲いている（都道のところ）。大きな木があり以前は

落ち葉に埋もれていたが現在はとてもきれい。道路だけがあまり行き届いていない現状。 

  ・シルバー人材センターの依頼で駅前を清掃しているが、北口周辺のごみがひどい。特にラーメン

店前のマットなど、ほこりやごみがひどい。店のものなので本来は店で掃除するべきでは。 

   →商店会への呼びかけ時、特に店舗前を清掃してほしい旨伝えるべき。 

  ・個人個人の意識がしっかりしてきていて、まちにごみが少なくなってきている。 

  ・子どもが公園などにごみを置いて帰る姿を見かけなくなった。 

  ・黒目川の遊歩道を歩いていた際、大きな石と木が落ちていた。つまづいたら大変なので川の方

（川原）へ投げたところ、通りかかった人に怒られてしまった。自然に還るものは良いという認識

であった。 

   →白か黒かで考えると控えていただきたい。自然に還るものは良いというお考えも理解できる

ので、トラブルの種にならないようご対応いただきたい。 

 

 

 

以上 

次回 

連絡会 

令和７年度第１回連絡会は、令和７年４月 14日(月)午後１時 30分から、市役所７階 701会議室で

予定 

 


